
［標準様式例４-２］

契 約 変 更 年 月 日 令和8年9月8日

契 約 業 者 名 株式会社橋梁コンサルタント　東日本支社

契 約 業 者 の 住 所 東京都中央区新川一丁目８番６号

業 務 の 名 称 Ｒ７常陸河川国道管内橋梁補修設計（その２）業務

業 務 場 所 常陸河川国道事務所管内

業 種 区 分 土木関係建設コンサルタント

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和8年3月28日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和8年12月25日

変 更 前 の 契 約 金 額 53,691,000円(税込)

変 更 金 額 +18,876,000円(税込)

変 更 後 の 契 約 金 額 72,567,000円(税込)

変 更 理 由

（　第１回　、最終　）契約変更の内容

１．橋梁補修設計 
２．横断歩道橋補修設計 
３．BIM/CIM モデルの作成 
４. 関係機関との協議用資料作成 
５. 直接経費 
６．履行期間 

１．橋梁補修設計 
　　現地精査の結果、橋梁補修設計を数量精査（増）する。 
 
２．横断歩道橋補修設計 
　　現地精査の結果、横断歩道橋補修設計を数量精査（増）する。 
 
３．BIM/CIM モデルの作成 
    当初特記仕様書第３２条に基づき、BIM/CIM モデルの作成を追加する。 
 
４. 関係機関との協議用資料作成 
    現地調査の結果、関係機関との協議用資料作成を数量精査（増）する。 
 
５. 直接経費 
　１）現地調査の結果、機械経費を数量精査（減）する。 
　２）現地調査の結果、安全費を数量精査（減）する。 
　３）現地調査の結果、詳細調査（試験費）を追加する。 
 
６．履行期間 
 　 履行期間は、上記の変更に伴い令和８年１２月２５日までとする。


